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　Beramの日誌：記事１号

　今日、ようやく、２部屋の大牢獄と６部屋の独房の全部を俺たちは作り終えた。そしたら、それを祝ってる俺たちに殆んど合わせたみたいに、あの忌々しい根っこが何本か壁をブチ破って生えてきて、その独房の内の２つをダメにしちまいやがった。あんな塔の上の方で魔法使いの連中は何を企んでるのかって、つねづね俺は思ってるんだが、Telvanniのところで働くっていう時には、これは当然のことなんだろうな。また連中に建設計画（連中が俺たちに指図したものだ）のことを知らせてやって、こんな真似を二度と仕出かさないように頼んでおく積もりだ〔※１〕。そうこうする内に、地下牢の次の区画で仕事を始めるために必要なスロープと装置の設置に部下が取り掛かった。最初のところより上手く事が運ぶように願ってるところだ。
　Beram親方

　Beramの日誌：記事２号

　この地下牢下層の部屋々々は、最初に俺たちが考えてたより、ずっと難しい代物であることがハッキリした。洞穴の岩壁が法外に堅物なもんだから、溶岩が幾らか流れてる傍で俺たちは働いてるに違いない。ピッタリの明かりを全て備え付けないと、この辺を覗き見ることも難しいが、そんな時間の遅れもゴメンこうむりたい。新しい黒曜石製の道具を幾つか持ってくるように俺は人を遣ったが、その間に部下の１人が他のところより軟らかい洞穴の部分を見つけたんで、そこで俺たちは仕事を続けることにして、この最初の部屋に通ずるバイパスを作った。このごろ俺たちは、ゴロゴロいうような、ちょっとした音を耳にしてきて、それを気づかって口に出す奴が少しは居たが、ありゃあ、むしろ、あのTelvanniと連中のチチンプイプイのマッシュルーム・マジックの仕業に違いないな。ここらの地盤は丈夫だって、連中は俺たちに請け合ったんだ。鼠と虫は困りものだが、脅威というものじゃない。願わくば、あいつらがウジャウジャ這い出て来るネグラを早いところ見つけ出して、それを潰せればな。そんな暇は無いか。
　Beram親方

　Beramの日誌：記事３号

　最悪の事態が起こった。今朝、天井の緩んだ大岩が、俺たちが作っておいたメイン・スロープの真上に落ちてきやがった。メイン・スロープはオシャカになるし、そんな中で２人の部下が死んじまった。残った俺たち３人は、今のところ、こんな下の方で孤立したまま立ち往生だ。洞穴の壁は急すぎて登れないし、きっと魔法使いだったら、この僅かばかりの途方に暮れた肉体労働者より使える道具を持ってるだろうにな。すぐに飲み水が減ってきたもんだから、どっかに自然に出来た出口――ここを最初に調べた時に見落としたかも知れない――が無いものかと、NorvusとGilamを洞穴の更に下の方へ探しに遣らせた。クソッ、あの魔法使いの連中め。ここは安全だって、言ってたじゃないか。あんな上の方で何やらかしてやがるんだ？　何だって、この虫と鼠ども、どんどん、ますます、凶暴になってくんだ？　何だって、こうベラボウに暑くなってくんだ？
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　この部屋で、Norvusの頭と胴が転がってるのを見つけた。その他のところは、大部分、壁中に塗りたくられてるようだった。それを見つけた時は、まるまる数分は叫びっぱなしだった。そして、今のところ俺に出来るのは、へたり込んで見つめてることだけ。この紙だけが俺を慰めてくれる。ますます根っこが絶えず壁をブチ破ってきて、岩石も明かりも自分の命にしがみ付いてるように見える。いま俺が恐れてるのは、命だけじゃなく正気を保ってられるか、ってことだ。誰か早く来てくれ。この騒がしいのは、もっと勢いを増して激しくなってきてるし、この息苦しいのは、もう耐えられない。Vivecの名の下に、あの魔法使いの連中は何やりやがったんだ？　この暑さ……。
　Beramの日誌：記事５号

　ここに奴は居る！
　訳注

　これらの日誌の記事は、Tel Vos〔Telvanni議員の魔術師Aryon師の塔〕に建設中の未完成の地下牢に於いて発見されるものである。

　※１　Telvanniは魔術師の一家であり、自身の研究以外のものに頓着しない。そのため、みずから建設計画を指図しておきながら、そのことを忘れてしまっているのである。
